
 

   

                       

環境人間学部 公開講座 

「つながる」－地域・人・歴史の環境人間学   実施報告 

実施日：全５回 平成２１年５月９日、６月６日、６月２０日、６月２７日、７月４日 

    土曜日 午後２時～４時  

 

環境人間学部では、平成２１年度の公開講座「『つながる』―地域・人・歴史の環境人間学」を、５月

９日から７月４日の期間（計５回）行いました。人文・社会系の視点から環境人間学へアプローチするも

ので、２７名の方々が受講されました。これまで環境人間学部では、スローライフ、食環境、および建築

などをテーマに数々の公開講座を行ってきております。今回の公開講座は研究科の企画として初めて行っ

たのもので、私たちの住む兵庫県の暮らしと文化について、地域と人、人と歴史環境などの視点から考え

るものになりました。兵庫県には、農業やその他の古くからの産業とともに特色ある文化が受け継がれて

きています。また、近代化とともに発展した産業に関する歴史的資源も豊富です。環境人間学部では多く

の教員が人文・社会系の研究領域からの環境人間学への取り組みとして、それぞれの教員の専門と兵庫県

の歴史や文化、地域や暮らしなどとの接点をとらえて研究を展開しています。本公開講座のタイトルにあ

る「つながる」とは、地域と人、人と歴史、歴史と地域がつながる現場に、環境人間学の新しい展開があ

る、という趣旨です。この講座では、５名の教員が下記のテーマで「つながる」現場を掘り下げるという

形になりました。各講義のテーマと講師は次の通りです。 

第一回：合田博子教授「『播磨の祭』から見えてくる水利環境」（５月９日） 

第二回：三宅康成准教授 「『むら』と『まち』をつなぐ」（６月６日） 

第三回：松本滋教授 「但馬で見つけた元気な限界集落」（６月２０日） 

第四回：宇高雄志准教授 「銀の馬車道と地域資源のこれからについて」（６月２７日） 

第五回：石倉和佳准教授 「英学と播磨の近代化遺産」（７月４日） 

＊詳細は下記をご覧ください。 

それぞれの教員の専門領域は、文化人類学、農村計画、建築や都市計画、また英文学と多岐にわたりま

すが、兵庫県の中でそれらの学問領域がどのような広がりと意義を持つかという点について、さまざまな

問題意識をもって地域の皆様に発信できたことはよかったと考えています。途中インフルエンザによる休

講の影響で日程を若干変更しましたが、皆様のご協力をいただいて無事終了いたしました。受講生の皆様

からは、「地域に関連するテーマで勉強になりました」「中味の充実度に満足しました」「今まで何気なく

素通りした事等、あらためて見なおし、又考える機会を得ました」「期待通りで大変よかった」など、好

評をいただき、地域への関心の深さがよくわかりました。 

環境人間学部における公開講座の今後の展開として、環境人間学部ならではの人文・社会系のテーマが

開発できればと思います。また、今回は最終回に旧制姫路高等学校本館であったゆりの木会館の資料室を

見学していただきました。環境人間学部ではフィールドワークを必修とし、学部の基幹科目の一つと位置

付けていますが、見学や体験学習などを交えた公開講座の企画もこれからますます重要になってくると思

われます。                           （コーディネーター 石倉和佳） 



                               

                              
■第一回 「播磨の祭」から見えてくる水利環境           合田博子教授

環境人間学部・研究科の特徴として、文理融合、地域をいかす民官学協働、フィールドワークによる地域

との関係の重視などが挙げられる。その一端として、今回、文化人類学や民俗学であつかう祭りの研究を

切り口に、祭りという「心のふるさと」を象徴するような文化が、農業水利という生産環境に密接に関係

していることを紹介した。この試みは、いわば新しい環境人類学への第一歩ともいえる。姫路で有名な「灘

のけんかまつり」は、宗教心のうすれた現代においても、まるで地域の大文化祭のように地域の人々をつ

なぐ絆となっている。 

兵庫県中の町や村の神社を一年で 30 近く訪ねた講師は、神社を支える祭祀集団であり、中世起源が伝

えられる宮座や当屋制という制度を調査した。その後 10 年近くたって、農業水利施設としてのため池を   

管理する地域集団を調査したところ、「宮座・当屋

制のあるところにはため池がすべてあった」ことに

気づいた。しかも、このような儀礼にかくされた水

と社会集団との関係は、北九州、沖縄はじめ日本各

地にも見出された。そして、「灘のけんかまつり」

を支えた地域の氏子集団、つまり広域の村連合は、

農業水利の団体である「井郷」でもあった。このよ

うな環境と人間の文化や社会との関係は、東南アジ

アの森林に住み、棚田を耕す民族集団にも見いだせ

る。 
ため池の樋抜き神事（志方町ため池協議会提供） 

 

 

 ■第二回 「むら」と「まち」をつなぐ               三宅康成准教授

 

過疎化、都市化、高齢化によって“むら”が大きく変容している。豊かな自然環境をはぐくみ、我々の

食料供給の大切な役割をもつ “むら”の復興・再生なくして、日本の持続的な発展を考えることはでき

ない。本講座では，厳しい環境におかれている農山村の現状を統計資料や写真を通して概説するとともに、

“むら”が抱えている深刻な問題の解決・緩和のために、“まち”との関係性を見直すことによって地域

に活力を見いだそうとしているいくつかの事例を紹介した。すなわち、大都市・地方都市と農村という図

式では，都市住民の自然志向の流れに乗ったグリーンツーリズムや多自然居住に関する取組の実態を、農

山村地域内に混在する都市と農村という図式では、地域住民が主体的に行っている地域管理の取組実態を

それぞれ詳細に説明した。 

                                             

 

 

■第三回 但馬で見つけた元気な限界集落               松本滋教授

過疎地である但馬の香美町は人口減少が続き限界集落も増えているが、そのなかでも孤立した辺鄙な場



所にある御崎集落は、断崖絶壁にへばりつくような急傾斜の 20 戸程度の小集落で、これといった産業が

あるわけでもないが、子どもから年寄りまで各世代がバランスの取れた元気な集落である。その元気の秘

密を現地調査によって探ってみた。 

 ○平家落人の隠れ里としての歴史と文化や海と山の絶景・狭い路地で構成された集落景観などに誇りを

持っている。○老夫婦と若夫婦の同居。若夫婦の給与所得の他、 

 

斜面地に肩を寄せ合っている御崎の住宅 

農業、漁業など家族総働きによる収入+年金で生活を支えて 

いる。○助け合い、支えあう強固な集落コミュニティ、ふる 

さと意識、墓、祭りなどが集落を出た人も含めたつながりを 

保っている。○1970 年までは自動車のアクセスは不可能だっ 

た困難な秘境の生活を克服してきた歴史があり、今は昔とく 

らべたらずっとましな生活。○マイカーが生活を支えており、 

海の幸、山の幸に恵まれたスローな生活を楽しめる。 

特殊な事例ではあるが、過疎地の集落を元気にするヒントが得られた。 

 

 

 
■第四回 銀の馬車道と地域資源のこれからについて         宇高雄志准教授 

旧生野鉱山寮馬車道（愛称：銀の馬車道）とは明治９年、殖産興業の一環として、生野銀山の精錬・製

鋼にかかる物品の輸送力アップのため、生野鉱山と飾磨港を結び当時の欧米の最新工法であったマカダム

式により建設された日本初の高速産業道路である。完成から 130 年が経過し、「銀の馬車道」の大部分は

国道、県道等に変わっているが、ルートをたどれば、当時の面影を残す記念碑などが残っている。現在、

兵庫県中播磨県民局が中心となって、銀の馬車道の魅力発見とこれを中心にしたまちづくりが進められて

いる。当日は、銀の馬車道の概要を説明するとともに、身近な地域資源をいかしたまちづくりの現状と課

題について説明した。 

 

 

  

■第五回 英学と播磨の近代化遺産                石倉和佳准教授

播州沿岸地方には、明治以降の近代化を支えた古い工場群や遺蹟が残されている。フィールドワークで

訪れたそれらのいくつかを紹介しながら、明治以降の西洋思想や技術移入の概略をたどり、英学として研

究されている分野と地域に残る近代化遺産との接点を考察した。産業の育成と同時に、学校制度の近代化

や国語の近代化が進んだこと、それらは相互に関連しながら現代に至っていることを説明した。また、地

域に残る近代化遺産の事例として、網干にあるダイセル化学工業のダイセル異人館、高砂にある三菱製紙

高砂工場のレンガ造りの工場群、加古川にあるニッケのレンガ造りの鋸屋根の工場群などを映像資料とと

もに紹介し、地域の文化遺産としての価値について考えた。近代化遺産の一つとして、本学のゆりの木会

館（旧制姫路高等学校本館）の概略についても紹介した。 


